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高分子 添加 に よ る根 圏 細菌培養能 の 向上
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【目的】植 物根圏 に は 多数 の 細菌 が存在 し 、 植物 の 養分吸 収 に有用 な影響 を 与 え て い

る とい わ れ て い る。 しか し、現在の とこ ろわず か 1％程度の 根圏微生物 しか 単離培養

が 可能 で はな く、そ の 有用機 能 は あま り利用 され て はい ない
。 その

一
方で 、 植物根が

分泌 し て い る ム シ ラ ゲの 高分子 特性 が根 圏細菌 の 生態 に何 らか の 影響 を及 ぼ して い

る と推測 され る 。 そ こ で 、多種類 の 根 圏細菌の 培養 を 可 能に し 、 有用 細菌の 利用 を 目

指 して
、 根 圏細 菌の 培養 に影響す る高分子 の パ ラ メ ー タの 検討を行 っ た 。

【方法 】北大三 要素試験 区 よ り採 取 した土壌を rhizobox に充填 し 、
マ メ科の シ ロ バ ナ

ル
ー ピン の 苗 を移植 して 人 工 気象機 内で栽 培 した 。 水 中分画 法で 回収 した 根 圏土壌を

生理的食塩水 中に 懸濁 し 、 ゲル 化 しない 程度の 高分子 （O．03wt％）を添加 した 1／豆OTYE

培地 に接種 した 。 12種類の 天 然高分子 及 び合成高分子 を添加 試 験に 用い た 。 25℃ で 4

日間懸 濁培養を行 い
、 経時的 に濁度を測定する こ とで 増殖速度 を求め た 。 培養後 に は

培養液 か ら回 収 した菌体 よ り直接 DNA を抽出 し 、 16S　 rDNA の 塩基 配列 に基づ く

PCR −DGGE 法 に よ り培養 され た細 菌の 多様性 を解析 した 。 ま た 、高分子 特異的 なバ

ン ドに つ い て は塩基配 列 を決定 して細菌種 の 推定を行 っ た 。

【結果及 び考察】培地 に添加 した高分子 は 、 根圏細菌の 増殖速度に有意な影響 を及 ぼ

さなか っ た 。 そ の
一

方 で 、 培養 され た細菌の 種類 には 影響が 認 め られ た。特 に、Agar

と Gellanを添加 した 培地 で は 、 高分子 を含ま な い コ ン トロ
ー

ル 培地 に比 べ 高い 多様

性 が見 出 され た 。 ま た 、添 加 した 高分子 に特異 的に増殖 す る細菌 も検 出 され た こ とか

ら 、 根圏細菌の 培養に お い て 高分子 が 何 らか の 有用 な影響 を及 ぼす こ とが 示唆 され た 。

また 、 合成高分子 を用い て 化学的特性の 違い に よ る培養性 へ の 影 響 を評価 した結果、

高分子 の 陰イ オ ン 性 が培養で き る細菌の 種数を増やす可能性 が示 唆 され た
。
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